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第92号
令和7年 2月 3日

埼高P連 
調査広報委員会

関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会

対話を通し明日を拓くＰＴＡ大会メイン
テーマ

～　Pポジティブに　T対話を重ね　A明日を拓く　～

第７１回

埼玉大会埼玉大会

【大会日程】

＜分科会＞
第１分科会（学校教育とＰＴＡ）　　　　　　ソニックシティビル　　　　　第１展示場（Ｂ１Ｆ）
第２分科会（進路指導とＰＴＡ）　　　　　　ソニックシティホール　　　　大ホール（１Ｆ）
第３分科会（生徒指導とＰＴＡ）　　　　　　ソニックシティビル　　　　　市民ホール（４Ｆ）
第４分科会（家庭教育とＰＴＡ）　　　　　　ソニックシティビル　　　　　第２～５展示場（Ｂ１Ｆ）
第５分科会（防災とＰＴＡ）　　　　　　　　ソニックシティホール　　　　小ホール（２Ｆ）
※各会場のスクリーンで、生徒による映像アトラクションをお楽しみください

＜全体会＞
開会式・表彰・記念講演　　　　　　　　　ソニックシティホール　　　　大ホール（１Ｆ）・小ホール（２Ｆ）
※ソニックシティ大ホール及び小ホールで生徒による会場アトラクションをお楽しみください

１日目　７月11日（金）

２日目　７月12日（土）

12：30 受付　　13：30 映像アトラクション　　14：00 分科会　　16：00 閉会行事

8：45 受付　　9：20 アトラクション開始　　9：50 全体会　　11：00 記念講演　　
12：15 閉会行事

埼玉県高P連だより
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記念講演　講師紹介

　日頃より本連合会の活動についてご支援ご協力をいただきましてありがとう
ございます。
　この度、７月に行われます埼玉大会の実行委員長を拝命いたしました沼澤早
苗と申します。実行委員長という大役で緊張もいたしますが、一生に一度きり
の貴重な経験ですので、前向きに楽しく務めさせていただければと思っており
ます。
　本大会スローガンは【対話を通し明日を拓くPTA　P→ポジティブに、T→対話を重ね、A→明日を拓く】
です。
　私達PTAや子どもたちを取り巻く環境は日々変化し、多様性が進んでいます。そのような現代において、
自他を尊重し、お互いに対話して、理解を深めていくことはとても大切です。本大会においても、関東の
PTA同士の活発な「対話」が生まれ、「相互理解」が深まり、各PTAの進展、発展につながることを願って
います。
　また、せっかく埼玉にいらっしゃるのですから、「埼玉の良いところ」をたくさん知っていただきたいと
も思っています。
　関東大会は関東のPTAが一同に介する一年に一度の貴重な機会です。この機会を最大限活用して、今後の
PTA活動の活力になるような大会になるよう努めてまいります。
　多くのみなさまのご参加を心よりお待ちしております。

演　題：（仮）�『対話による課題解決　�
～人との対話・ＡＩとの対話～』

講　師：九段　理江 氏（埼玉県出身）小説家
1990年、埼玉県生まれ。2021年、「悪い音楽」で第126回文學界新人賞を受
賞しデビュー。同年発表の「Schoolgirl」が第166回芥川龍之介賞、第35回
三島由紀夫賞候補に。2023年3月、同作で第73回芸術選奨新人賞を受賞。11
月、「しをかくうま」で第45回野間文芸新人賞を受賞。2024年1月、「東京都
同情塔」で第170回芥川龍之介賞を受賞した。

【主催者より】
　「ことばで何かを解決しようとか、解決を諦めたくないと思っている人のために書いた。ことばで解
決できないこと、というのは、何によっても解決できない。ことばによって考え続けることをやめた
くない」という九段 理江 氏の芥川賞受賞コメントから、対話による解決に強い思いを感じます。九
段氏の講演により、改めて「ことばの力」を考える契機になることを期待しています。また、AIを活
用した作品から「近未来の対話」「Z世代の対話」についても考える契機になると考えています。

令和６年度県高P連会長・埼玉大会実行委員長
県立春日部女子高等学校　後援会会長　沼澤　早苗

埼玉大会実行委員長あいさつ

(c)新潮社
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　定通専門委員会報告　　定通専門委員会報告　

　本年度はコロナ禍以降、５年ぶりに定通専門委員会の会合を行いまし
た。７月に総会と同時に講演会を開催、埼玉大学教育学部の中井 大介 先
生をお招きして生徒理解をテーマにご講演いただき、11月には初の試み
として講演会を開催し、講師に「ビリギャル」ママの橘 こころ 氏に子
育てをテーマにご講演いただきました。講演会は、高Ｐ連事務局のご配慮で県立高校すべてにお声がけいただき、
多くの高校、近隣中学校保護者もお招きすることができたことは事務局としてもうれしい限りでした。講演会の
アンケートでは、継続実施の要望が多く、次年度以降に引き継いでまいります。
　以上の活動を通して、定通関係高校PTA会長はじめ役員の方々と交流を持てたことは大変貴重で委員会にとっ
ても実り多い一年でした。本当にありがとうございました。

　第70回関東地区高等学校PTA連合会大会 千葉大会 報告　　第70回関東地区高等学校PTA連合会大会 千葉大会 報告　

　第73回全国高等学校PTA連合会大会2024 茨城大会 報告　　第73回全国高等学校PTA連合会大会2024 茨城大会 報告　

　令和6年７月23日・24日に行われた関東地区大会千葉大会の報告をさ
せていただきます。
　本校は「家庭教育とPTA」部会の発表校として参加いたしました。会
場の千葉県・幕張は、我々秩父高校PTA会員の居住している秩父地域か
らは距離があることもあり、１日目からの参加は校長先生と私の２名とし
ました。
　発表があった２日目は、例年行われている本校のPTA研修旅行と組み
合わせて参加者を募集し、当日は22名のPTA会員の方々が借り上げバスで幕張メッセの会場まで駆けつけ、発
表の応援をしていただきました。
　発表の内容は、秩父高校の紹介、秩父高校PTAの組織や活動内容の説明、そして今回のテーマである「家庭
教育」です。具体的には昨年度実施した保護者・生徒に対するアンケート結果から見える保護者と生徒の日常生
活の様子の分析を中心に行いました。また秩父高校の紹介の中で、本校卒業生である坂本 浩美 先生作曲の「旅
立ちの日に」を参加したPTA会員の方々とともに歌って紹介しました。指導講評の千葉県の校長先生からも「高
Ｐ連の発表で歌を聴くのは初めての経験です」との言葉をいただきました。
　秩父高校PTAの皆様の結束を確認する良い機会となりました。

　茨城大会は令和６年８月22日及び23日の２日間、アダストリアみとア
リーナ他４会場において、対面とオンラインのハイブリット方式にて開催
されました。
　初日には茨城県内の各会場で５つの分科会が開催されました。そして２
日目には、全大会において、二所ノ関 寛 氏（第72代横綱・稀勢の里）
による「人材育成の不易流行」と題した記念講演が開催されました。二所
ノ関氏は相撲部屋を構える前に大学院でスポーツビジネスを学びました。そこで得た知見を基に、四股やすり足
といった伝統的な稽古を大切にするとともに、１日２食を３食にする、相撲を取らずに基礎運動のみの日を設け
る、相撲部屋を都外の茨城県に構えるといった様々な新しい試みを大胆に導入し、まさに「不易流行」を体現し
ているとのお話でした。大の里関の活躍もあり、成果も出ております。
　私たちのPTA活動においても、ぜひ、参考にしたいと思える内容のお話でした。

県立秩父高等学校　PTA会長　浦島　則之

令和５年度県高P連会長・埼玉大会実行委員会相談役
県立熊谷高等学校　後援会会長　大竹　雅樹

県立春日部高等学校　定時制PTA会長　青鹿　美穂
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講演会（２日目：11月11日）

専門委員会研修会報告専門委員会研修会報告
11月５日・11日に専門委員会研修会が開催されました。多数のご参加ありがとうございました。

11月5日（火）
【生徒指導専門委員会研修会】
　発表校：東部：春日部工業高等学校・・・・生徒を支援するPTA活動
　　　　　西部：新座高等学校・・・・・・・笑顔で過ごせる環境作りと生徒指導
　　　　　南部：浦和商業高等学校・・・・・安心安全で豊かな心を育む教育環境の整備について
　　　　　北部：小鹿野高等学校・・・・・・生徒減少と組織改編を経てPTAができること～地域との連携を目指して～

【家庭教育専門委員会研修会】
　発表校：東部：草加南高等学校・・・・・・子供と保護者の学校生活についての認識から考える家庭教育とPTAの役割
　　　　　西部：川越南高等学校・・・・・・家庭教育とPTA
　　　　　南部：上尾南高等学校・・・・・・家庭教育とPTA
　　　　　北部：鴻巣高等学校・・・・・・・鴻巣高校の家庭教育とPTA

11月11日（月）
【進路指導専門委員会研修会】
　発表校：東部：草加西高等学校・・・・・・草加西高校の進路活動とPTA
　　　　　西部：朝霞西高等学校・・・・・・朝霞西高校の進路指導とPTA活動
　　　　　南部：川口北高等学校・・・・・・川口北高校のPTA活動と進路指導
　　　　　北部：秩父農工科学高等学校・・・進路指導とPTA

【高校教育とPTA専門委員会研修会】
　発表校：東部：越谷総合技術高等学校・・・越谷総合技術高校　PTAの取組～高校教育とPTA ～
　　　　　西部：狭山清陵高等学校・・・・・狭山清陵高校PTA活動
　　　　　南部：岩槻高等学校・・・・・・・岩槻高校PTA ～効果的な連携のための組織づくり～
　　　　　北部：熊谷商業高等学校・・・・・熊谷商業高校PTAの取り組み～高校と連携したPTA活動～

講師：埼玉県県民生活部国際課　主幹　関根　なつき�氏
『やさしい日本語と多文化共生の地域づくり』

　去る11月11日の県高Ｐ連専門委員会研修会において、埼玉県県民生活部国際課主幹の関根 なつき 氏をお招
きし、「やさしい日本語と多文化共生の地域づくり」という演題でご講演をいただきました。
　講演内容としては、①埼玉県の在留外国人の状況②やさしい日本語③多文化共生の地域づくりに向けた主な
取組みについてでした。①としては、埼玉県の在留外国人数は過去10年で10万人以上も増え、令和5年度には
234,698人に達し、その数は全国５位であること。②として、難しい言葉を言い換えるなど、相手に配慮し
たわかりやすい日本語を使うことを心掛けるこ
とが重要であることを学びました。③としては、
本県において、多文化共生の地域づくりに向け、
様々な取組みを行っていることが分かりました。
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県立吉川美南高等学校　PTA会長
生井　正夫

南 部支部では、５月17日に上尾コミュニ
ティセンターで支部総会を実施し、終了

後、漫画家でイラストレーターの高野 優 氏の

講演をお聞きしました。ご自身の生い立ちや親

からの躾を踏まえ、自らの子育てを反省しつつ

前向きにとらえるお話は、イラストの力もあり

分かり易く、また迫力があり身に染みるもので

した。

　また、10月19日には、いずみ高校で情報交

換会を実施いたしました。高Ｐ連事務局長の講

演後、３部会に分かれて各校のPTA活動の現状、

役員選出の方法や行事運営等について情報を共

有しました。各校のPTA活動が盛んになること

を願っています。

北 部支部では10月12日に半日研修という
形で、寄居中央公民館において、北部支

部役員等研修会を開催いたしました。
　今年度は、定通教育を加え、吹上秋桜高校、
秩父農工科学高校、小鹿野高校、鴻巣高校、熊
谷商業高校の各校から研究発表がありました。
各校から、子供たちのためにできる具体的な取
り組みの発表に、会場が大いに元気付けられま
した。
　幹事校としては、小規模校が幹事に当たった
時の対応を見据えて、事務量の軽減と経費の節
減を心掛けました。
　当日は22校113名のご参加とご協力により、
充実した研修会となりました。今後のPTA活動
の更なる発展を祈念いたします。

県立いずみ高等学校　PTA会長
小川　幸夏

県立寄居城北高等学校　PTA会長
小此木　ひとみ

南部支部 北部支部

東 部支部では５月14日に久喜市三高サロン
において、第１回役員会及び総会を開催

しました。総会では、今年度の事業計画や予算
等について審議、承認をいただきました。また、
昨年度同様に「支部研修会」についての提案が
幹事校よりあり、全体で協議した結果、今年度
も開催しないことになりました。
　総会後に新型コロナウィルス感染症が流行し
て以降中止となっていた歓送迎会が行われ、多
くの関係者に参加していただきました。支部の
情報共有や交流を図ることができ、有意義な時
間となりました。
　今後の予定として、10月25日に吉川美南高
校にて、第２回役員会を開催します。来年度本
県にて行われる関東大会に向けて、順次準備を
進めていく予定です。

西 部支部では５月22日にウエスタ川越にお
いて総会を開催しました。総会では、今

年度の活動計画や予算等について審議していた
だき承認していただきました。また、10月9日
には狭山市市民会館において西部支部役員等研
修会を開催しました。 
　草の根サイバーセキュリティ推進協議会の常
務理事　吉岡 良平 氏によるご講演をいただき
約150名の参加がありました。
　演題は「保護者・教職員が経験していないデ
ジタル時代を生き抜く子ども達を育むために」
～デジタル社会でトラブルに巻き込まれずに活
躍出来る人材づくり～、として、高校生の親と
して大変参考になるお話が伺えました。
　今後も、無理なく継続できるPTA活動を目指
し取り組んでいきたいと思います。

県立新座柳瀬高等学校　PTA会長
河野　杏子

東部支部 西部支部

支部活動紹介
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単 P 紹 介

単 P 紹 介

　本校は来年度、創立60周年も迎える秩父地域で唯一の商業高校で

す。子供たちの明るい将来に繋がるような知識の習得を目指し日々先

生方と一緒に学習環境の改善に取り組んでおります。また、地域との

連携を図り商業高校ならではの地元の特産を活かした商品開発などに

も取組んでおります。

　現在、皆野高校PTAの役員体制として会長１名、副会長４名、学年

支部長４名、監事２名、広報委員４名の15名体制です。本校は令和

８年度から秩父高校との統合により新校となります。そのため現在の

在校生は２年生、３年生のみとなっており規模縮小に合わせてPTＡ

役員数も減少を余儀なくされている現状ですが、活動自体については

３学年いた頃と変わらない活動を、先生方や地域の方と連携を図りながら、生徒がいきいきとした学校生活

を送れるような活動を続けています。皆野高校保護者の方は、地域の清掃活動として通学路の清掃活動（ク

リーンキャンペーン）への参加や、文化祭への参加をお願いし、保護者全員での活動を続けております。統

合により新校となるまで、皆高PTAとして最後まで全力で生徒の為の活動を頑張ってまいりたいと思います。

　本校は、機械・電子機械・電気・情報電子・情報技術の5学科からなる専門高校です。『ものづくりの精神』

に基づき、自分の適性に合った進路実績があります。

　創立40周年記念として、新ネクタイ新リボンを生徒がデザインしました。学校カラーのオレンジを取り

入れ発案された生徒の豊かな感性は、日頃指導されている先生方のおかげです。

　本校PTAは、本部と生徒指導・教養・進路指導の三委員会から構成されています。進路指導委員では、4

年振りに進路見学を実施。日本工業大学では卒業生によるキャンパス見学と、学食を利用させていただきま

した。UDトラックス（株）では、卒業生の働く姿や最新設備を見学させて頂きました。生徒指導委員では、

例年通りあいさつ運動を実施、生徒の登校を見守りました。遅刻や駆け足で登校する生徒も少なく、自ら積

極的に挨拶をしてくれます。日々の積み重ねで気持ちの良い挨拶ができ、就職活動においても好印象を与え

られるのではないかと期待しています。

　教養委員では、生徒を見習い、役員一同文化祭で、ものづくりイベントを開催、毎年来校者や生徒が参加

していただき盛況となっています。

　これからも生徒の成長する姿を見守り、有意義なPTA活動をしてまいります。

県立三郷工業技術高等学校　PTA会長　中村　恵理子

県立皆野高等学校　PTA会長　横田　昌弘
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令和６年度　定期総会・研究協議会報告

　６月10日、埼玉会館小ホールで「令和６年度定期総会・研究協議会」を開催しました。なお、今年度の研究協議会に
ついては、令和７年度開催の「第71回関東地区高等学校PTA連合会大会埼玉大会」関連の説明・審議も予定されたため、
紙上発表となりました。
　当日は、来賓として３名の方にご出席いただく中、延べ273名の方が総会に参加しました。
　令和５年度事業報告及び各会計の決算報告、令和６年度の事業計画及び予算、旅費規程の改正についての審議において
は、今後のPTAの在り方についてをはじめ、予算内容についても活発な議論がなされましたが、すべて承認されました。
休憩をはさんだ後、「第71回埼玉大会」に向けての実行委員会会則等について説明がなされ、同様に承認をいただくこと
ができました。
　最後に、令和６年度県高等学校PTA連合会会長より、これまでPTA活動にご尽力をいただきましたPTAの方への表彰
状、感謝状の贈呈（代表受領）が行われ、総会を終了いたしました。

事務局次長　瀬尾　浩久

＜令和7年＞
5月16日（金）新旧合同理事会・専門委員会・調査広報

委員会・埼玉大会第５回実行委員会〈ソニックシティ
市民ホール第1 ～ 4集会室（PM）〉

6月9日（月）県高P連定期総会・研究協議会〈埼玉会館
小ホール（PM）〉

6月23日（月）関東地区高等学校PTA連合会大会埼玉大
会総会〈ソニックシティ市民ホール第3.4集会室〉

６月28日（土)・29日（日）全国高P連定時総会
7月10日（木）埼玉大会前日準備
7月11日（金）第71回関東地区高等学校PTA連合会大会

埼玉大会分科会〈ソニックシティ各会場〉
7月12日（土）第71回関東地区高等学校PTA連合会大会

埼玉大会全体会〈ソニックシティホール〉
8月21日（木）・22日（金）第74回全国高等学校PTA連

合会大会三重大会〈津市産業・スポーツセンター（津市）〉
9月初旬　第2回理事会・専門委員会・調査広報委員会・

業者選定会〈浦和コミュニティセンター〉
10月4日（土）・5日（日）全国会長事務局長連絡会
10月中旬　群馬大会第1回役員会・委員会
11月5日（水）専門委員会研修会１日目〈埼玉会館小ホー

ル〉
11月10日（月）専門委員会研修会2日目〈埼玉会館小

ホール〉
12月中旬　第3回調査広報委員会
＜令和8年＞
1月31日（土）・２月１日（日）全国会長事務局長研修会
2月初旬　群馬大会第2回役員会・委員会
2月初旬　第3回理事会・専門委員会

令和7年度主な予定
【令和７年度担当支部】
◎県連会長 西部支部
◎専門委員長等
・高校教育とPTA 西部支部
・進路指導 南部支部
・生徒指導 北部支部
・家庭教育 東部支部
・調査広報 西部支部
・定通教育 西部支部

★第71回関東地区高等学校PTA連合会大会埼玉大会
日程　令和７年７月11日（金）・12日（土）
場所　ソニックシティ（さいたま市大宮区）

★第74回全国高等学校PTA連合会大会三重大会
日程　令和７年８月21日（木）・22日（金）
場所　津市産業・スポーツセンター（津市）

【参考】
※第72回関東地区高等学校PTA連合会大会群馬大会
日程　令和8年7月3日（金）　１日開催
場所　Ｇメッセ（高崎市）

※第75回全国高等学校PTA連合会大会大分大会
日程　令和8年８月20日（木）・21日（金）
場所　未定

※関東地区大会　Ｒ９：茨城大会　　Ｒ10：山梨大会
※全国大会　　　Ｒ９：東京大会　　Ｒ10：北海道大会
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PTA会長にアンケート

1つ 2つ 3つ 4つ 5つ 6つ以上
委員会はない

3 3

1

7 17 25 14

編集後記

調査広報委員長　中村　恵理子
（県立三郷工業技術高等学校）

　パリオリンピック・パラリンピックの開催や20年振り
の新紙幣発行など、活気的なイベントを楽しむことがで
き、また技術の進歩に驚かされた1年でした。今年度の
千葉大会・茨城大会も沢山の方が参加され、私自身も有
意義な時間を過ごす事ができました。来年度は埼玉大会
が開催されます。多くの皆さまに楽しんでいただけるよ
うに務めてまいりたいと思います。皆さまのご参加をお
待ちしております。

　昨年度に引き続き、多数のご回答をありがとうございました。（70校からご回答をいただきました）
※数字は件数（複数回答あり）

Q1. PTA委員会はいくつありますか。

Q2. どのような委員会がありますか。

Q3. コロナ禍以降に委員会数の増減はありましたか。

Q4. 今後、委員会数の見直し予定はありますか。

Q6. 学校と協力して行うPTA行事はありますか。

Q5. （Q4から）どの委員会を見直す予定ですか。

Q7. （Q6から）どのような行事ですか。

Q10. （Q9から）どのような行事ですか。

Q8. （Q6から）どの委員会が中心になりますか。

Q11. （Q9から）どの委員会が中心になりますか。

増えた0　減った15　変化なし54

ある10　ない33　未定27

ある63　ない7

・本部会のみにする
・総務部とその他の委員会（研修・生活など）を統合
・委員会を無くしてサポートグループにする
・複数の委員会を統合するが活動内容は変えない
・生活指導と学年委員を統合する

文化祭58　マラソン大会29　体育祭28　の3行事
が特に多く、その他に進路関連研修会・講習会、その
他研修会・講習会、挨拶運動、進学就職面接、学校説
明会、国際文化教室など

キックボクシング・ソフトバレー・ヨガ・花いっぱい
運動・挨拶運動・焼芋大会・食育教室・リース作成・
アロマポプリ作成・研修旅行・藍染・陶芸・メイク講
習会・講演会（進路・お金の話）等

Q9. PTA独自のPTA行事はありますか。
ある34　　ない36

　埼玉県高Ｐ連では、ハイスクール24事務手数料等
の一部を活用し、加盟校ＰＴＡを支援するため、標
記事業を昨年度から導入しました。
　今年度は「ＡＥＤ設置推進事業」に約30校の応募
があり、10校にＡＥＤを設置できました。PTA役員
様の日頃からのご協力に衷心より感謝申し上げます
と共に、引き続き、生徒の安全な環境整備の推進活
動等にご理解ご協力いただきますようお願い申し上
げます。

総務 進路 安全 広報 研修 文化
卒業 その他

36 31

12 15

48 24 64 21

各担当・委員会 本部・執行部 総務
全役員で平等に配分

36 16 10 7

各担当・委員会 本部・執行部 総務
全役員で平等に配分

33 3 6

1

ハイスクール24還元事業報告


